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帰国生教育 
帰国生教育部会     
 
Ⅰ はじめに 
本校の帰国生（帰国生入試枠で入学した生徒）教育は
1979 年に受け入れを開始して以来、今年で 39 年目にな
る。時代の変化とともに、「適応教育」主体から「個に応
じる教育」へと変化してきたことが本校の帰国生教育の特
色である。日本とは異なる海外生活の中で育ってきた生徒
達の能力をいかに発揮させ、支援していくのか。「帰国生
補充学習・発展学習」の実践事例を紹介するとともに、今
年度の「文化祭での帰国生発表」について報告する。 
 
Ⅱ 本校における帰国生教育の目的 
（１）一般生との交流を図り、国際理解を探るととも 
に、互いに啓発し合う生徒指導を重視する。 
（２）学校生活を通して、日本での生活適応を図る。 
（３）日本語の知識・能力の不足を補充する。 
（４）海外教育条件に伴う未学習内容を補充する。 
 
Ⅲ 帰国生徒数と滞在地域 
１．各学年男女別内訳      （単位：人） 
学年 男子 女子 合計 
１年 ７ ４ １１ 
２年 ６ ６ １２ 
３年 ５ ７ １２ 
計 １８ １７ ３５ 
 
２．滞在地域別内訳       （単位：人） 
学年 アジア 欧州 北米 豪州 
１年 ５ ２ ５ ０ 
２年 ６ ７ ４ １ 
３年 １０ ２ ２ １ 
計 ２１ １１ １１ ２ 
※数字は、のべ人数 （平成 29 年4 月1 日現在） 
 
Ⅳ 帰国生向け年間行事 
月 主な活動 
４月 新入生体験入学会 第一回保護者会  
５月 二者面談 
６月 補充（発展）学習開始、以後１月まで 
７月 第二回保護者会 文化祭打ち合わせ会  
１０月 文化祭参加 
２月 体験入学打ち合わせ会 
３月 進路交流会 二者面談 
 
 
Ⅴ 帰国生補充・発展学習 
１．帰国生補充学習・発展学習の詳細 
（１）対象生徒 
 １年生全員と２、３年生希望者 
 
（２）期間と時間 
補充学習：６月～１月  年間17 回 
木曜日の放課後 １回あたり１時間 
発展学習：６月～12 月 年間 10 回 
金曜日の放課後 １回あたり 45 分 
 
（３）展開科目 
補充学習：国語・社会・数学・理科 
発展学習：英語 
 
（４）指導者 
五教科の教諭およびスクールサポータ  ー
 
（５）希望教科の決定方法 
生徒・大学生ともに、第二希望までで調整 
 
２．帰国生補充学習・発展学習の成果・課題 
 全 17 回の帰国生補充学習を終えたあとに、生徒にアン
ケートを実施し（回収率 95％）、取り組みに関する振り
返りを行った。「補充学習を受けてよかったと思うことは
どのようなことでしたか？」の質問に対し、複数選択式の
回答では、「補充学習の時間が気軽に質問しやすい場とし
て活用しやすかった。」（85％）、「大学生の先生が質
問や疑問に対して親身になって答えてくれた。」（85％）
と高く、補充学習やスクールサポーターが有効に機能して
いることがわかる。次いで「補充学習で教えてもらったこ
とが、授業に役立った」（76％）と高く、帰国生にとっ
て海外滞在の未学習の部分、日本語や各教科の学習用語に
関する不安等を補う一助となっていることが示された。帰
国生にとって補充学習は有益であるが、補充学習に協力で
きる学生のサポーターの確保が難しいことが課題として
残る。大学との連携を強化し、個別の支援を担える人材を
確保したい。 
 発展学習に関しては、今年度も千葉大学の English 
House の協力を得て充実した取り組みをすることができ
た。発展学習の成果と課題については、次の３.補充学習・
発展学習の実践内容で詳述する。 
 
教育活動報告 
57
３．補充学習・発展学習の実践内容 
＜国語科＞ 
（１）実施状況 
  指導教諭 １人 
大学生    ３人（女性３人）中学校国語３年（２人） 
                小学校社会２年（１人）  
生 徒  １年生 １人（女子１人） 
         ２年生 ２人（男子２人） 
         ３年生 １人（男子１人） 
（２）学習場所  図書室 
（３）学習教材と内容 
  ・１年 慣用句、語彙の学習、テストの振り返り 
  ・２年 説明的文章・文学的文章の読解 
・３年 古文、漢文、語彙の学習、新聞の論評 
（４）成果と課題 
 ２年生徒は二人とも、１年次より国語の補充学習を受け
ており、継続の希望をした。昨年度の進め方に満足しつつ、
さらなる読解力の向上を目指してのものと考察する。 
一方、11 年６ヶ月間、中国の現地校で学んだ１年生徒
と、中国で日本人学校に３年６ヶ月間とその後にイタリア
の現地校に５年間過ごした３年生徒には、日本文化を背景
とする言語環境が乏しく、馴染みがない点が共通してい
た。そこで、一人のサポーターに学年の異なる二人の生徒
をマッチングし、学年別の学習を行わせながらも、日本語
らしい語彙の習得を重視して指導していくことを促した。 
 例えば「一か八か」は「一かニか」と理由なく答え、
「(経済で)黒字の反対は」と聞かれ、「赤字」ではなく「白
字」と答えてしまうのは無理もない。日本で暮らす子供達
が幼少期から聞いて親しむ慣用句やことわざ、或いは、伝
統文化による事象、文学史に出てくる著名な作家などの知
識が非常に弱いという実態であった。その都度、カラー画
像の資料などを提示し、背景にある日本文化を解説しなが
ら、一つひとつの語彙を意味づけして指導していった。 
 しかし、帰国生の中には、二百字ほどの作文を書かせる
と、「箴言・正鵠を射る・忸怩たる思い・枚挙に遑がない・
有為転変」という語彙を散りばめて書く台湾育ちの生徒も
見られるので、環境による個人差は大きいと言える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜社会科＞ 
（１）実施状況   
指導教諭 １人 
大学院生 １人 （女性１人） 
    生 徒    １年生３人（男子３人）             
（２）学習場所 社会科教室 
（３）学習教材と内容 
   自作教材・独自プリント 
  歴史 
・古代までの日本 
  ・中世の日本 
  ・近世の日本（織田信長まで） 
  地理 
・世界の国  々
・日本の都道府県 
・地図記号 
（４）成果と課題 
  生徒に事前にアンケートを行って、苦手な分野などを
調査し、生徒の実態と希望に添う形で補充学習を実施し
た。補充学習の冒頭にサポーターが作成した前時の補充
学習の確認テストを行い、生徒が確実に知識を習得でき
るよう努めた。また、補充学習においてもサポーターが
プリントを作成し、歴史上の人物名や地名など社会科に
おける基本的な語彙を確認するなど授業の内容を補強
することで、生徒の不安を解消することができた。地理
分野においては、世界の国々の国旗や日本の都道府県、
地図記号など、様々な教材を用いて学習した。歴史分野
においては、グループ学習を通して他の生徒と意見を交
換することで思考力をつけることができた。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 写真２ カルタを通した地図記号学習  
 
課題としては、生徒一人ひとりが小学校で学んでき
ていることが異なること、また、小学校での学習内容
を振り返りつつ、未習内容をどのように支援するか、
社会科としてどのように補充学習を進めていくのか今
後も考えていく必要がある。 
写真１ 月の異名と行事を画像や歳時記で関連させて 
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＜数学科＞ 
（１）実施状況   
指導教諭 １人 
大学生   ６人 （男性３人・女性３人） 
      小学校算数（３年生５人） 
      中学校数学（３年生１人） 
生 徒   １年生４人（男子２人・女子２人） 
      ２年生６人（男子２人・女子４人） 
      ３年生１人（男子１人） 
（２）学習場所 数学科教室 
（３）学習教材と内容 
各学年のワーク、定期テスト直し、 
自作教材（独自プリントや教具） 
・１年（正の数・負の数、文字の式、方程式、変化と 
対応、平面図形、空間図形） 
・２年（式の計算、連立方程式、一次関数、図形の調
べ方、図形の性質と証明） 
・３年（式の展開と因数分解、平方根、二次方程式、
関数ｙ＝ａｘ２、図形と相似、円の性質、三平方の
定理、標本調査） 
（４）成果と課題 
今年度の数学を希望した生徒数は、総勢11名である。
指導形態として生徒を同じ学年の２人組にして６つに分
け、６人のサポーターが指導することとした。事前にサポ
ーターそれぞれと、個別に面談した上で、生徒と学生のマ
ッチングを考えた。 
実際の指導の場面では、生徒の苦手な分野の学習と授業
の補習の形をとった。理解できていない課題や定期テスト
の対策や振り返りなど、生徒が解法でつまずいている問題
や、理解が遅れている内容についての説明をサポーターが
した。生徒とのやりとりの中から出てきた疑問や課題をサ
ポーターが見取り、教科書やワーク、あるいは授業で扱っ
たプリント類を使って、工夫しながら丁寧に解説した。 
 
 
 
図３ 数学ワークを用いて学習する場面 
 
 
 
 
 
 
 
写真３ 数学ワークを用いて学習する場面 
 
 
 
生徒と話をし、数学的な記号や用語の意味を一つずつ確
認しながら指導することによって、どこでつまずいて理解
ができていないのか、ポイントをつかんで把握することが
できた。これは、教員を目指している大学生にとって良い
経験となった。 
 課題としては教育学部３年時に行われる、教育実習と重
なる期間では学生が参加できず、やむをえず他の実施日
に、時間延長をすることによって対応した。大学３年生は
教育実習や介護体験など大学構外での活動も多いため、決
められた補充学習の時間を確保するための工夫が必要で
ある。 
 
＜理科＞ 
（１）実施状況 
  指導教諭 １人 
   大学生  ３人（男性３人） 
中学校理科（３年生３人） 
生 徒  １年生３人（男子２人・女子１人） 
      ２年生１人（女子１人） 
      ３年生１人（女子１人） 
（２）学習場所 第２理科教室 
（３）学習教材と内容 
  自作教材（独自プリント及び教具） 
  ・１年（ガスバーナーなどの実験器具の使い方、 
   物質の性質、てこの原理、自由研究） 
  ・２年（状態変化、電気回路づくり、地層、 
植物のつくりとはたらき、自由研究） 
  ・３年（水溶液の性質、化学変化、光の屈折、 
自由研究） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真４ 密度測定の実験をしている様子 
 
（４）成果と課題 
 今年も年度当初に生徒から内容についての要望を聞き、
年間計画を立てて学習を行うことができた。昨年同様に補
充の学習のみならず、自由研究相談など、生徒のニーズに
合った内容のものを個別対応の利点を活用して行った。少
人数で観察や実験を行うことで、きめ細やかな指導ができ、
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科学的な思考力だけでなく、観察や実験の技能も大幅に向
上した。積極的に苦手分野の質問を行うなど、意欲的に学
習に臨む姿が見られた。また、サポーター側も生徒の苦手
分野を把握して教材研究を行い、自作の実験道具を用意す
るなど、生徒の興味・関心を高めながら学習ができるよう
な工夫を行っていた。 
 実験を行う関係上、可能な限りサポーターと生徒の１対
１の学習が望まれる。理科の実験を行うためには準備や予
備実験が必要であるが、そのための十分な時間が確保でき
ていない。また、教科の特性から、事前の打ち合わせなど、
担当教諭との連携を十分にとれるような工夫が必要であ
る。 
 
＜英語科＞ 
（１）実施状況 
  指導教諭 １人 ALT１人 
  生徒   １年生７人（男子４人・女子３人） 
       ２年生１人（男子１人） 
  (英検準２級以上かそれに準ずる英語力の希望者) 
（２）学習場所 English House（千葉大学内） 
（３）学習教材と内容（方法） 
  自作教材を使い、次の内容を実施した。 
  ・自己紹介や滞在国の紹介 
  ・留学生やEnglish House 職員とのコミュニケ  ー
   ション活動（チャット・ディベート・ディスカッ 
ション・プレゼンテーション等） 
  ・インターネットのアプリを利用したゲームやアク 
   ティビティ 
  ・感謝祭、クリスマスに因んで七面鳥の形を模した 
   おにぎり作りやピザ作りなど文化に親しむ活動 
（４）成果と課題 
  年間を通して、千葉大学構内にある大学生向け英語自
主学習用施設、English House にて学習を行った。
English House の職員、本校 ALT、千葉大学の留学生
の協力により、１対２、１対３などの少人数学習を実施
することができた。English Houseの活動は、双方向の
コミュニケーションを重視したものであるため、生徒は、
発話量を増やし、充実感を持って参加することが出来た。 
 また、１人１台タブレットを使用し、インターネットの
アプリや動画を利用した活動に積極的に取り組んだ。ア
プリを実際に使用したり、動画を視聴したりした後に、
それらの good points や bad points を指摘し、他の生徒
や English House 職員にプレゼンテーションを行うな
ど、１つの活動を発展的に行う形態が今年度は多かった。   
帰国生英語発展学習の目的は、海外滞在時に習得し
た英語力の保持・活用である。生徒の感想の中に「楽
しいと同時に、英語力の持続にも役立っていて、取り
組んでよかったです。」「普段、英語を話す場面があま
りなく、せっかく話せる英語を忘れてしまいそうなと
きに英語を話せるからとても役立ったし楽しかったで
す。」「海外の方と話すことが、日本に帰ってきてから
はあまりなかったので、貴重な体験で楽しかったです。
今まで２年間英語を忘れずに、English House で楽し
く会話ができました。」とあるように、この活動が、帰
国生のニーズに合ったものであると言うことができる。
しかしながら、English House における年間 10 回の活
動で、英語力の保持・活用が十分であるとは言いが 
たい。いかに生徒が英語学習を継続できるような環境を 
整えるか、今後の課題として残る。 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
写真５ １人１台インターネットアプリを利用した活動 
 
Ⅵ 文化祭での帰国生発表 
１．目的 
 本校では、帰国生は一般学級への混合受け入れを実施し
ているため、日常の学校生活において帰国生全員で活動す
る機会がほとんどない。そのため、文化祭において帰国生
として、滞在していた海外の国の特徴や文化を、校内外に
発信する機会をもち、生徒や参観者に興味・関心を持って
もらうことを目的とした。また、帰国生にとっては、海外
で身につけた特性をあらためて振り返る機会を持つこと
をねらいとしている。 
 
２．文化祭での「帰国生発表」の詳細について 
（１）実施状況 
  指導教諭 ５人 
  生徒   帰国生35人全員 
（２）発表場所 
  英語科教室 
（３）発表タイトル 
「Ben venutial ﾘﾖ国生 universe  
         ～帰国の世界を体感せよ！～」 
（４）発表内容 
  昨年度の内容を継承して、帰国生が参観者に直接語り
かけ、体験してもらうことのできる「パフォーマンス部門」
と、滞在していた国のポスターを作成して展示したり、実
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際に滞在国で使用していたものなどを持参したりする「デ
ィスプレイ部門」の２つに分けた。 
 
【パフォーマンス部門】 
 今年度は、自分が滞在していた国の文化や特性を伝える
だけではなく、その国で伸ばした語学力も活かした発表が
多く見られた。以下に示したものが、実際に行われたパフ
ォーマンスである。 
 
〇中国「あるある」紹介（生徒４人） 
〇中国・アメリカクイズ（生徒３人） 
〇イタリア語と英語でマジック（生徒３人）  
〇ドイツ語で歌を披露（生徒２人） 
〇英語劇「おむすびころりん」（生徒３人） 
〇英語で紙芝居「舌切り雀」（生徒１人） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真６ 観客参加型の「イタリア語と英語でマジック」 
 
【ディスプレイ部門】 
  展示ポスターではジャンルを衣、食、住の３つに分けて
16 名が作成した。それぞれ、実際の写真や細かい解説を
つけて、帰国生のテーマ「帰国の世界を体感せよ」を感じ
てもらえるように内容を工夫していた。また、滞在国での
遊具、民族衣装、装飾品などを置くことで、異国の雰囲気
を感じることができる展示となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
写真７ 衣食住のテーマ別で展示したポスター 
 
（５）成果と課題 
 昨年度からの取り組み「パフォーマンス部門」と「ディ
スプレイ部門」を継承して、帰国生が主体的に考えて様々
な発表や展示を行うことができたのは大きな成果である。 
また、今年度のパフォーマンス部門に関しては、帰国生が
一同に会して、事前に発表内容を審査し、参観者に見ても
らうのにふさわしいかを検討する場を自分達で設けると
いう新たな工夫が見られた。 
文化祭後の帰国生の感想の中には、「せっかく帰国とい
うものがあるので、それをうまく使ったパフォーマンスを
次回はしたいです。」「帰国生全員が自分のやるべきこと以
外も積極的に行っていてよかったと思いました。」「この３
年間帰国生の文化祭に携わり、様々なことを学べました。」
（一部抜粋）と記されていたように、帰国生としての連帯
感や一体感を感じるよい機会となったことも成果の一つ
として挙げられる。 
 一方、帰国生の滞在国の特性や文化を、校内外へ十分に
発信しきれていないところが課題として残る。帰国生の感
想の中には、参観者へのアピールが足りないことや、魅力
ある発信に改善の余地があることを示すものが多かった。
パフォーマンスやディスプレイに関する内容を、事前準備
の段階からよく練り上げ、創り上げていく必要がある。 
 
Ⅶ まとめ 
  本校の帰国生教育では、海外教育条件に伴う未学習内容
の補充や日本語の知識・能力の不足を補うための「補充学
習」の展開により学習面の支援をしている。年２回の教育
相談の実施、新１年生向けの体験入学会、進路学習会など、
学校生活の不安に対する支援をし、生徒一人ひとりに対す
るきめ細やかな指導に取り組んでいる。また帰国生が海外
で身につけた特性を伸長し、活用できることを目指し、発
展学習における外国語の力の保持や文化祭における滞在
国の紹介等で、帰国生としての特性を生かした活動にも力
を入れている。 
帰国生の保護者向けには、年に２回の保護者会や夏に実
施する卒業生の帰国生保護者による「進路説明会」を実施
し、帰国生としてどのように進路選択をし、高等学校進学
に向けて準備を進めたのか話を聞く機会を設け、保護者に
対する支援にも取り組んでいる。今後も生徒が充実した学
校生活を送れるよう、帰国生教育の充実を図っていきたい
と考える。 
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